
様式１ 

 

糸満中学校 第３回学校運営協議会 報告書 

 

 

 １ 開催日時  令和７年１１月１８日（火） １３：００～ 

２ 場  所  図書館 １３：００～１３：３５ 

        体育館 １３：４５～１６：００（合唱コンクール参観） 

３ 参 加 者  又吉琢巳、上原武、大城直之、上原義隆、玉城博光、平良真也、上原立誠 

 ４ 会議内容  (1) 会長あいさつ 

         (2) 議題 ①意見交換（学校の現状報告） 

 ②糸中生徒支援プログラム 

         (3) 学校長あいさつ 

           ※会議終了後、合唱コンクール参観 

 ５ 熟議内容   

(1) 今回の熟議のテーマ 

    「問題行動を起こす生徒達への支援について（就労体験）」 

 

  (2) 話し合った内容 

    糸中生徒支援プログラムの実施について（学校長より提案） ※別添資料 
      

≪本プログラムの実施にあたって≫ 

      ※地域企業に協力を依頼し、就労体験を実施（キャリア教育） 

〇希望している生徒 ２学年（男子）１名 ※保護者も同意済み 

      〇受入先企業 株式会社 綾力 （代表取締役 金城力さん） 

       ※教頭より金城さんに受入可能か確認済。 

      〇学校保険とは別の保険をかける必要があるかもしれない 

       ↳ 保険内容確認。保険の費用は糸中 OB の寄付金を活用 

      〇受入企業への正式な依頼については、上原義隆さん（学校運営協議会委員）が行う。 

      〇受入期間は決めて行う（例：１２月中、１月～３月の期間 など） 

      〇受入期間中、生徒の活動の様子についての定期的な見守りは、大城直之さん（学校

運営協議会委員）が行う。 ※学校職員も時間を見て、生徒へ激励しに行く。 

      〇就労体験受け依頼・同意書、就労体験日誌 → 修正、再作成を行う 

      〇市教委へ、本プログラムについて内容説明（資料提示） 

        ↳  市教委の承諾後に、上原義隆さんへ連絡する。 

      〇上原義隆さんから受入先の金城さんへ連絡を入れる。 

       その後、就労体験に向けての話し合いについて日時を 

設定し、校長室にて生徒・保護者・受入企業代表者・ 

学校運営協議会委員を交えての生徒支援プログラムの 

実施に向けて確認を行う。（約束事や安全面について） 

 

 

 

 ６ 次回予定  令和７年１２月１８日（木） １８：３０～１９：３０   


